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コロナ禍における
継続投資教育について
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I. ニチレイグループについて



© Nichirei Corporation. All rights reserved. 3

ニチレイの歴史

1942

帝国水産統制
株式会社の設立

1951

加工食品事業に進出
ニチレイフーズ関連事業

1982

バイオ分野へ進出
ニチレイバイオサイエンス

関連事業

2005

分社化

持株会社体制へ

1945

日本冷蔵株式会社の設立
ニチレイロジグループ関連事業

1956

畜産事業を開始
ニチレイフレッシュ関連事業

1985

株式会社ニチレイへ
社名変更
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ニチレイグループの概要

売上高 2,348億円

加工食品事業

売上高 1,541億円

素材事業

売上高 2,065億円

低温物流事業

バイオ事業 その他

売上高 50億円

グループ売上高 5,849億円

※数字は2020年3月期
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くらしを見つめ、人々に心の満足を提供する

私たちは地球の恵みを活かしたものづくりと、

卓越した物流サービスを通じて、

豊かな食生活と健康を支えつづけます。

目指す姿（Our Vision）

使命・存在意義（Our Ｍission）

ミッション・ビジョン
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Ⅱ. 継続教育について



© Nichirei Corporation. All rights reserved.confidential

（退職給付制度の変遷）

2005.4月以前：税制適格年金＋一時金

2005.4月～ ：DB（CB）＋DC 又は 前払退職手当の選択制

2011.4月～ ：DC 又は 前払退職手当の選択制

7

選択コース ＤＣ 前払

①全額ＤＣコース 100％ －

②ＤＣ８割コース 80％ 20％

③ＤＣ２割コース 20％ 80％

④ＤＣ1,000円コース 1,000円 ほぼ100％

⑤全額前払コース － 100％

（現在の退職給付制度の選択コース）

ニチレイグループの退職給付制度
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無関心層の存在と若年層の保守的投資行動

【運用利回り分布状況（初回拠出来利回り）】

継続教育の目的

【配分指定状況】

※2020年9月末現在
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2012年度：集合型研修（全国実施）

2013年度：集合型研修（全国実施）

2014年度：集合型研修（東日本地区実施）

2015年度：集合型研修（西日本地区実施）

レベル別・年代別研修（本社地区にてテスト実施）

金融リテラシー研修を新入社員研修に新たに導入

2016年度：eラーニング実施

2017年度：集合型研修（全国実施）

2018年度：eラーニング実施

2019年度：eラーニング実施

・集合型研修は、原則全員参加で全国約100事業場にて就業時間内に実施

・研修実施期間に合わせ、提携ＦＰによる無料個別相談窓口を設置

これまでの継続教育の実施状況
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参考）新入社員・金融リテラシー教育

事業の
アイディア

収益を上げる
自信

●●株式会社

出資

配当

経営権の行使

従業員 設備・原料

販
売
・
収
益

●借金（債券） ●出資（株式）
・期限内に返さなくてはならない。 ・返さなくてもよい。

・利息を払わなくてはならない。 ・利益が出れば、配当を支払う。

・返せない場合は、会社の土地や建物が

　取り上げられることもある。

・株を買い占められて、会社が乗っ取ら

　れる可能性がある。

株主は、会社に出資したお金を返してもらえない代わりに、株主をやめようと思ったときや、
お金が必要となったときには、ほかの人に株式を売り渡す自由が認められている。
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2020年度コロナ禍での継続教育

（2020年３月末モニタリング結果より）
・スイッチング件数・金額が平年の3倍強に増加
・投資信託から安全資産（主に定期預金）への買い替えの動き



© Nichirei Corporation. All rights reserved.confidential 12

2020年度コロナ禍での継続教育

支出の変化

退職給付制度

資産運用

福利厚生

？ コンテンツ配信

保険の見直し

FPへの無料相談

「おカネの健康」このままでよい？よくない？シリーズ

実施期間：２０２０年１０月１２日（月）～２０２１年１月（予定）
内 容：確定拠出年金の運用状況の正しい確認方法や、「新しい生活様式」による支出の変化を

きっかけとした、各個人の保険を含む資産の見直し方法等、金融リテラシーを向上させるために
役立つコンテンツを定期的に配信する。また、動画内リンクよりFPへの無料相談が可能となって

おり、不明点をすぐに金融のプロに相談できる仕組み整備。

PUSH

FOLLOW
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2020年度コロナ禍での継続教育

カテゴリー コンテンツ

自分のお金や
生活を守る

共済制度
（各種保険紹介）

保険の見直し

税制優遇の活用 退職給付制度紹介

年末調整について

自分の資産を
つくる

資産運用について
（DC運用状況の見方等）

持株会について

主なコンテンツ紹介 動画のイメージ

コンテンツ視聴後、すぐにFP
無料相談予約が可能！

動画は１～２分
程度で簡単に視聴
できるように作成！
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№ 退職給付制度コース 移行時 現在

１ 全額DCコース 72.7％ 78.8％

２ DC８割コース 5.3％ 6.6％

３ DC２割コース 3.2％ 2.7％

４ DC1,000円コース 2.6％ 1.9％

５ 全額前払コース 3.7％ 3.2％

６ 退職時一時金コース（DC) 7.8％ 4.5％

７ 退職時一時金コース（移行時精算) 4.7％ 2.2％

計

100.0％ 100.0％

継続教育の効果検証

■退職給付制度選択コースの推移
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■スイッチング件数・金額の推移

（配分指定の状況）元本確保型の割合が10ポイント以上減少

（スイッチング件数・金額）研修期間中は、前後の期間と比べ２～３倍に増加

（退職給付制度の選択コース）全額DCコースが約6％増加

（金融リテラシー研修導入）20代の元本確保型の割合が約15ポイント減少
※制度移行時と直近（20 年3月末）の比較
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ご清聴ありがとうございました


